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放課後子ども教室「ほくせい」 いなべ市内小中学校

　発足当時、いなべ市内では１か所しか放課後子供教室事業を行っておらず、市内の約半分の地域に事業を展開できて
いない状況であった。市内全域での事業展開を目指すため、平成 24年 4月に放課後子ども教室「ほくせい」を設立し、
市内全域の保育所、小・中学校を対象に、地域の子供たちが放課後や休日に「地域の学校」として過ごすことができる
環境を整備。体験学習やスポーツ、地域の人たちとの交流を通じ、心豊かに育まれることを目的に事業を運営し、設立
時から着実に参加者を拡充している。

● 活動の特徴・工夫 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

【特徴的な活動内容】
　通常の土日祝日に行うレギュラースクール、学校の長期休業時に行われるオープンスクールでは、地域の方を講師に招き、文化・芸
術分野、自然科学分野等に加え、後世に伝えたい地域の伝統や個々に伝えたい技や知識を講師の許容される範囲で教室を開催している。
また、教育委員会の委託事業としてコーディネーショントレーニングを民間スポーツクラブに委託し、手薄な運動分野において、運動
神経や基礎体力の向上といった部分を補っている。この委託事業については、市内の他の放課後子供教室と共同で開催しており、参加
する子供たちが幅広く交流を深める場にもなっている。
　また、年に一度開催している「こどもまつり」では、青少年市民会議や市子ども会連合会と共同で事業を実施することにより、放課
後子供教室事業に参加した事がない子供たちの発掘ができ、参加者を拡充している。

【実施に当たっての工夫】
　地域の方、民間スポーツクラブを講師とした教室に加え、市内青少年育成市民会議、市子ども会連合会との合同企画として「こども
まつり」を開催。市内の青少年育成事業に携わる他団体と協力、連携することで「青少年の健全育成」という同じ目的を持つ団体間の
共通認識ができるとともに、団体間での新たな人材の発掘につながった。また、事業の定期報告会開催時には、講師に加え、保育所、
学校長、教育委員会事務局が参画し、意見交換等を行うことで幅広い年齢層の事業参画、中学生のサポーター参加等につながっている。

● 事業を実施しての効果・成果 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　教室や体験活動を通じて約束事を守り、礼儀作法、社会のルールを守る子供の育成、意欲的で自己肯定感の持てる子供の育成等を目
標に事業を展開しているが、参加した子供たちの感想や保護者からの感想から目的は達成できていると考えている。子供と同様、保護
者や教室の講師、「こどもまつり」実施時のボランティアスタッフなど大人も子供と同様に、体験や発見、感動を事業に参加すること
で自己発見、自分磨きができる場所となっている。

こんな
活動です

子供たちや事業に関わる全ての人々がいきいきと輝くこ
とができる人づくり
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年に一度行っているこどもまつりの様子。レギュラースクール【和
太鼓教室】に参加している子供たちが舞台発表をしている。
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夏のオープンスクール【森の広場博物館】での様子。地域にある「い
なべまちかど博物館」の方が毎年子供たちのために御協力くださり
開講している。
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学校支援
活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

地域
未来塾

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

ボランティ
ア登録数

子供の平均
参加人数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

放課後
子供教室 ●

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数

年間開
催日数 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携
1 人 2 人 41 人 108 日 24 年度 有 無 有

実施場所 学習支援 放課後児童クラブとの連携
いなべ市北勢市民会館 無 連携型

土曜日の
教育活動

統括コーディ
ネーター数

地域コーディ
ネーター数

子供の平均
参加人数 学習支援 開始年度 国庫補助 ICT活用 企業・NPO

との連携

コミュニティ・
スクール

指定日 委員数 児童生徒数 学級数




